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１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 42,850 △0.8 2,654 △25.7 2,724 △22.9 1,462 △22.0

2023年３月期 43,209 6.9 3,573 18.3 3,534 16.3 1,874 55.7
(注) 包括利益 2024年３月期 1,785百万円( △8.4％) 2023年３月期 1,949百万円( 54.8％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 44.99 44.40 5.6 5.6 6.2

2023年３月期 58.00 57.29 7.5 7.5 8.3
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 －百万円 2023年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 49,851 26,870 53.3 817.17

2023年３月期 47,956 25,927 53.5 790.26
(参考) 自己資本 2024年３月期 26,582百万円 2023年３月期 25,662百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 2,137 △2,165 △919 19,208

2023年３月期 2,927 △1,417 △924 20,082

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 14.00 － 14.00 28.00 908 48.3 3.6

2024年３月期 － 14.00 － 14.00 28.00 910 62.2 3.5

2025年３月期(予想) － 14.00 － 14.00 28.00 60.3

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 45,001 5.0 2,911 9.7 2,949 8.3 1,509 3.2 46.41



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ13「４．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計上の見積り
の変更）」に記載しております。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 34,393,200株 2023年３月期 34,393,200株

② 期末自己株式数 2024年３月期 1,863,139株 2023年３月期 1,919,239株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 32,512,200株 2023年３月期 32,321,935株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在まで入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、Ｐ３「１．経営成績等の概況
（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、2023年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが変

更されたこと等により経済活動の正常化が進み、個人消費やインバウンド需要が回復しつつある一方、円安の進

行や原材料価格、エネルギー価格の高騰による物価上昇等もあり、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

このような状況のもと、当社では、本年度を初年度とする中期経営計画「アートネイチャーAdvanceプラン」を

策定し、当社グループの強みを活かしてさまざまな課題に挑戦し、業績や毛髪業界シェアを伸長させるとともに、

新領域の事業を獲得し拡充することで、「次代を切り拓くアートネイチャー」に飛躍させるべく、事業活動を実

施してまいりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、42,850百万円(前連結会計年度比0.8％減)となりました。また、利益面

では売上高の減少に加え、売上原価、販売費および一般管理費の増加により、営業利益は2,654百万円(同25.7％

減)、経常利益は2,724百万円(同22.9％減)、親会社株主に帰属する当期純利益は1,462百万円(同22.0％減)となり

ました。

＜男性向け売上高＞

男性向け売上高については、顧客定着策の推進等を実施し、リピート売上は前連結会計年度比ほぼ同水準で推

移したものの、新規売上が下回った結果、22,814百万円(前連結会計年度比1.8%減)となりました。

＜女性向け売上高＞

女性向け売上高については、来店顧客数の増加等により、リピート売上は前連結会計年度比増加したものの、

新規売上が下回った結果、12,788百万円(同1.8%減)となりました。

＜女性向け既製品売上高＞

女性向け既製品ウィッグの売上高については、入居する商業施設の来店客数増加による販売数の増加等により、

5,658百万円（同9.4%増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末比1,895百万円増加し、49,851百万円となりました。これは、

現金及び預金が減少したこと等により流動資産が472百万円減少した一方、資産除去債務の見積額を変更したこと

等により固定資産が2,367百万円増加したことによるものです。

(負債)

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末比952百万円増加し、22,981百万円となりました。これは、未払

法人税等、前受金、賞与引当金が減少したこと等により流動負債が789百万円減少した一方、資産除去債務の見積

額を変更したこと等により固定負債が1,741百万円増加したことによるものです。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末比942百万円増加し、26,870百万円となりました。これは、主

に利益剰余金が増加したこと等によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は以下のとおりであり、現金及び現金

同等物(以下「資金」という)の期末残高は、前連結会計年度末比873百万円減少し、19,208百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前当期純利益1,786百万円に加え、減価償却費1,096百万円、減損損失856百万円、退職給付に係る負

債の増加276百万円があった一方、法人税等の支払1,614百万円、賞与引当金の減少192百万円、棚卸資産の増加

205百万円、前受金の減少148百万円等により2,137百万円の資金収入(前連結会計年度は2,927百万円の資金収入)

となりました。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出1,134百万円、無形固定資産の取得による支出855百万円、敷金及び保証金の差

入による支出74百万円等により2,165百万円の資金支出(前連結会計年度は1,417百万円の資金支出)となりまし

た。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

配当金の支払909百万円等により919百万円の資金支出(前連結会計年度は924百万円の資金支出)となりました。

なお、当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 58.3 55.8 52.4 53.5 53.3

時価ベースの自己資本比率
（％）

48.2 50.4 49.7 53.1 50.9

キャッシュ・フロー対有利
子負債比率（％）

― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッ
ジ・レシオ（倍）

1,980.5 492.6 ― ― ―

(注) 各指標の算出は、以下の算式によります。

自己資本比率＝自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率＝時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ＝キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値に期末発行済株式数(自己株式除く)を乗じて算出しております。

※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（４）今後の見通し

隣接業界を含めた新規参入企業や同業他社との競合激化などにより、当社を取り巻く事業環境は引き続き厳し

いものと考えております。

こうした環境下、当社グループでは、2024年３月期を初年度とする中期経営計画「アートネイチャーAdvanceプ

ラン」を策定しました。この３年間で、毛髪業界におけるトップブランドの位置付けを確固たるものにすると共

に、「美と健康」に係る新領域の事業に事業領域を拡充し、「次代を切り拓くアートネイチャー」を次のステー

ジに飛躍させてまいります。

なお、2025年３月期の業績見通しは、連結売上高45,001百万円（当連結会計年度比5.0％増）、営業利益2,911

百万円（同9.7％増）、経常利益2,949百万円（同8.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益1,509百万円（同

3.2％増）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題の一つと認識しており、経営基盤の強化、財務

体質の強化、及び将来の事業拡大のための内部留保の充実を勘案しつつ、安定配当の維持に努めることを基本方

針としており、次のような配当方針を設定しております。

【配当方針】連結配当性向40％以上を基本に、現状水準（年間配当28円）を下限として、連結業績に応じた配当

水準の向上（１円単位で増配）を図る。但し、ＲＯＥ10％超を達成する迄は、連結配当性向50％以上を基本とす

る。なお、連結当期純利益が大きく変動する場合には、その影響を考慮して配当水準を決定することもある。

この基本方針及び配当方針に基づき、2024年３月期の配当につきましては、第２四半期末(中間)配当14円、期

末配当14円、１株当たり年間合計28円の配当を実施させて頂きます。

また、次期配当につきましては、第２四半期末(中間)配当14円、期末配当14円（１株当たり年間合計28円）を

予定しております。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、髪に関する悩みを抱える全てのお客様に対して、総合毛髪企業としてそのお客様に最も適し

た最高の品質と最良のサービスを提供することによって悩みの解決に努めるとともに、「お客様に満足頂ける毛

髪文化を創造する」ことを経営理念としております。

この経営理念の実現に向けて当社グループでは、製品開発力の強化、生産体制の整備、カウンセリング・接

客・技術等の営業面でのサービス体制の充実を図るとともに、コンプライアンス体制のさらなる強化、企業情報

の積極的開示を行っていくことで株主や投資家を始めとしたステークホルダーから信頼され、支持される経営を

目指します。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、売上の拡大と効率的な経営を推進して、総合毛髪事業の拡大と収益力や資本効率の向上を目

指しており、売上高、売上高経常利益率、ＲＯＥ（自己資本利益率）の３つを目標とする経営指標としておりま

す。

売上高につきましては、営業基盤を安定的に拡大させることで着実に引き上げてまいります。また、売上高経

常利益率につきましては、収益構造を見直し、効率的効果的な収益体制を実現することで着実に引き上げてまい

ります。ＲＯＥ（自己資本利益率）につきましては、株主の皆さまからお預かりした資本を効率的に活用し、企

業価値の向上を目指してまいります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

当社グループでは、上記の目標とする経営指標をベースに2024年３月期を初年度とする中期経営計画「アート

ネイチャーAdvanceプラン」を策定しました。この３年間で、毛髪業界におけるトップブランドの位置付けを確固

たるものにすると共に、「美と健康」に係る新領域の事業に事業領域を拡充し、「次代を切り拓くアートネイチ

ャー」を次のステージに飛躍させ、2025年３月期の連結売上高45,001百万円、売上高経常利益率6.6％、ＲＯＥ

5.7％を実現いたします。

（４）会社の対処すべき課題

当社グループの属する国内毛髪関連市場は、高齢化社会の進展、定年延長、女性労働の活性化、アンチエイジ

ング志向の高まり等により需要の拡大が見込める一方で、毛髪業界のみならず、隣接業界との競合関係も厳しさ

を増していくものと推察されます。こうした環境下において、安定的な成長と企業価値の向上を目指すべく以下

の課題に重点的に取組んでまいります。

第一に、国内外の市場において、お客様の数を増やすことです。当社はお客様のニーズに応えた最高の品質の

製品と最良のサービスを開発し、定期的に市場投入すると同時に、お客様に対してより効果的な反響が得られる

ような広告宣伝を工夫し、需要の掘り起こしを図ってまいります。メンズ及びレディース部門では、お客様満足

の向上に注力し「アートネイチャーの真のファン」の数を増やすと共に、お客様の定着化に向けた施策を実践す

ることで、安定的な成長を目指します。女性向け既製品ウィッグ部門は、オーダーメイドウィッグとの連携を強

化することで、更なる業績の拡大を目指します。ヘアケア商品販売においても、新商品の投入により商品ライン

アップを増やし、商品を拡充すると共に、当社商品を取り扱うＥＣサイトを増やす等、販路を拡大することで、

業績拡大を目指します。海外市場においては、シンガポール、タイ、マレーシアにおける当社ブランドの浸透と、

地域に根差した販売施策によって潜在需要の掘り起こしを行い、業績の拡大に取組みます。

第二に、既存事業以外の新領域の事業に挑むことです。これまで取組んできた、比較的安い価格帯のウィッグ

事業、医薬品販売事業、医療関連サポート事業を着実に軌道に乗せると共に、国内外のM&Aや新規事業の立ち上げ

等により、「美と健康」に係る新領域の事業を開拓し拡充することで、当社グループの更なる成長を図ってまい

ります。

第三に、高水準の人財を安定的に維持・拡大させることです。当社では社員一人ひとりが活き活きと働いて、

最大限のパフォーマンスを発揮できるように様々な施策を講じています。次世代育成支援対策推進法に基づく子

育てサポート企業として「くるみん」の認定を取得する等、ダイバーシティマネジメントを推進しております。

また、「働き方改革」の中での長時間労働の撲滅や仕事と家庭の両立を支援する仕組み等のワークライフ・バラ
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ンスを重視すると共に、健康経営を積極的に推進しております。今後も様々な施策を実践していくことで、従業

員との一体感を醸成し、より働き甲斐のある職場を作ってまいります。

第四に、多岐に亘るお客様ニーズへの対応力と本社における企画力や経営管理力の引き上げです。当社では、

正社員の約８割に当たる1,859名（2024年3月31日現在）が理容師または美容師の資格保有者です。これらの従業

員の「技術力」「接客力」「商品提案力」といった基礎能力を引き上げ、お客様ニーズを満たし、お客様から信

頼され共感される人財の育成を目指してまいります。営業部門以外の従業員についても、様々な企画立案やグル

ープ会社の経営管理を担える人財を育成すべく、各分野のエキスパートになるために、教育研修制度の確立と自

己研鑽を支援する仕組みを構築してまいります。

第五に、当社グループの中長期的な企業価値を維持・拡大させることです。当社グループではサステナビリテ

ィを推進しており、営業体制ではシステム投資による業務効率化等により、一人当たり売上高等の労働生産性を

向上させてまいります。同様に、生産体制では生産拠点分散、原材料備蓄等により、生産安定性を、管理体制で

はシステムと各種制度の刷新等により、事務効率性を向上させてまいります。なお、生産拠点分散として、バン

グラデシュに子会社を設立し、2026年3月期の稼働に向け新工場を建設しております。また、その他、コーポレー

トガバナンス・コードのサステナビリティ項目（「気候変動」、「人権尊重」、「人的資本」の各項目）を推進

し、本部各部の主要ポストの後継者育成も実践してまいります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,180 19,317

売掛金 3,044 3,108

有価証券 25 28

商品及び製品 3,379 3,361

仕掛品 203 178

原材料及び貯蔵品 1,364 1,648

その他 1,116 1,203

貸倒引当金 △4 △9

流動資産合計 29,310 28,838

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,859 15,401

減価償却累計額 △9,183 △9,765

建物及び構築物（純額） 4,675 5,635

機械装置及び運搬具 210 236

減価償却累計額 △151 △185

機械装置及び運搬具（純額） 58 51

土地 3,495 3,501

建設仮勘定 － 14

その他 3,535 3,698

減価償却累計額 △2,969 △3,168

その他（純額） 566 529

有形固定資産合計 8,795 9,732

無形固定資産

のれん 54 －

その他 504 1,280

無形固定資産合計 558 1,280

投資その他の資産

投資有価証券 2,023 2,133

繰延税金資産 4,150 4,618

敷金及び保証金 2,545 2,578

その他 1,119 1,250

貸倒引当金 △547 △581

投資その他の資産合計 9,291 9,999

固定資産合計 18,645 21,012

資産合計 47,956 49,851
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 318 292

未払金 2,205 2,641

未払法人税等 995 257

契約負債 1,635 1,655

返金負債 474 490

前受金 6,184 6,036

賞与引当金 1,252 1,060

役員賞与引当金 145 135

商品保証引当金 43 43

その他 1,292 1,147

流動負債合計 14,548 13,758

固定負債

退職給付に係る負債 4,165 4,194

資産除去債務 1,545 3,196

その他 1,769 1,830

固定負債合計 7,480 9,222

負債合計 22,028 22,981

純資産の部

株主資本

資本金 3,667 3,667

資本剰余金 3,613 3,624

利益剰余金 19,278 19,831

自己株式 △1,077 △1,045

株主資本合計 25,481 26,077

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10 92

為替換算調整勘定 46 116

退職給付に係る調整累計額 124 296

その他の包括利益累計額合計 181 505

新株予約権 251 276

非支配株主持分 12 11

純資産合計 25,927 26,870

負債純資産合計 47,956 49,851
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 43,209 42,850

売上原価 14,053 14,134

売上総利益 29,156 28,715

販売費及び一般管理費 25,582 26,060

営業利益 3,573 2,654

営業外収益

受取利息 53 39

為替差益 62 66

その他 44 45

営業外収益合計 160 151

営業外費用

貸倒引当金繰入額 154 37

支払保証料 23 21

寄付金 10 10

その他 11 13

営業外費用合計 199 82

経常利益 3,534 2,724

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 0 2

減損損失 360 856

投資有価証券評価損 － 8

関係会社整理損 － 70

特別損失合計 360 937

税金等調整前当期純利益 3,173 1,786

法人税、住民税及び事業税 1,525 900

法人税等調整額 △228 △577

法人税等合計 1,296 323

当期純利益 1,877 1,462

非支配株主に帰属する当期純利益 2 0

親会社株主に帰属する当期純利益 1,874 1,462
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益 1,877 1,462

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △52 82

為替換算調整勘定 29 69

退職給付に係る調整額 95 171

その他の包括利益合計 72 322

包括利益 1,949 1,785

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,949 1,787

非支配株主に係る包括利益 0 △1
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,667 3,557 18,307 △1,272 24,260

当期変動額

剰余金の配当 △903 △903

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,874 1,874

自己株式の処分 55 194 250

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 55 970 194 1,221

当期末残高 3,667 3,613 19,278 △1,077 25,481

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 62 14 29 106 217 12 24,596

当期変動額

剰余金の配当 △903

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,874

自己株式の処分 250

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△52 31 95 74 34 0 109

当期変動額合計 △52 31 95 74 34 0 1,331

当期末残高 10 46 124 181 251 12 25,927
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,667 3,613 19,278 △1,077 25,481

当期変動額

剰余金の配当 △909 △909

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,462 1,462

自己株式の処分 11 31 42

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 11 552 31 595

当期末残高 3,667 3,624 19,831 △1,045 26,077

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 10 46 124 181 251 12 25,927

当期変動額

剰余金の配当 △909

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,462

自己株式の処分 42

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

82 70 171 324 24 △1 347

当期変動額合計 82 70 171 324 24 △1 942

当期末残高 92 116 296 505 276 11 26,870
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,173 1,786

減価償却費 902 1,096

減損損失 360 856

のれん償却額 93 36

貸倒引当金の増減額（△は減少） 153 39

賞与引当金の増減額（△は減少） 199 △192

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △10

商品保証引当金の増減額（△は減少） 6 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 132 276

受取利息 △53 △39

固定資産除却損 0 2

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） 28 △57

棚卸資産の増減額（△は増加） △493 △205

仕入債務の増減額（△は減少） △4 △29

投資有価証券評価損益（△は益） － 8

関係会社整理損 － 70

前受金の増減額（△は減少） △317 △148

その他 154 223

小計 4,336 3,711

利息の受取額 54 40

法人税等の支払額 △1,464 △1,614

助成金の受取額 1 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,927 2,137

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △126 △136

定期預金の払戻による収入 125 132

有形固定資産の取得による支出 △1,000 △1,134

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △217 △855

長期貸付けによる支出 △100 －

長期貸付金の回収による収入 0 0

敷金及び保証金の差入による支出 △125 △74

敷金及び保証金の回収による収入 131 41

その他 △107 △138

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,417 △2,165

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △20 △10

配当金の支払額 △903 △909

財務活動によるキャッシュ・フロー △924 △919

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 74

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 629 △873

現金及び現金同等物の期首残高 19,452 20,082

現金及び現金同等物の期末残高 20,082 19,208
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計上の見積りの変更)

資産除去債務の見積額の変更

店舗の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上している資産除去債務について、直近の原状回復費用実績

等の新たな情報の入手に伴い、店舗の退店時に必要とされる原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。

見積りの変更による増加額1,607百万円を変更前の資産除去債務残高に加算しております。

なお、この見積りの変更により、当連結会計年度の営業利益及び経常利益はそれぞれ171百万円減少し、税金等調

整前当期純利益は741百万円減少しております。

(セグメント情報等)

ａ．セグメント情報

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、一般顧客向けの毛髪に関する製品・サービスを顧客の性別ごとに戦略立案し、事業活動を展開し

ております。

したがって、当社グループは、「男性向け事業」「女性向け事業」「女性向け既製品事業」を報告セグメントとし

ております。「男性向け事業」は、男性顧客に対し、オーダーメイドウィッグ、その他の商品、サービスを、「女性

向け事業」は、女性顧客に対し、オーダーメイドウィッグ、その他の商品、サービスを、「女性向け既製品事業」は、

女性顧客に対し、既製品ウィッグ、その他の商品、サービスを提供しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」と同一

であります。

セグメント間の売上高は、協議の上決定された価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３男性向け

事業
女性向け
事業

女性向け
既製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 23,237 13,023 5,172 41,433 1,775 43,209 － 43,209

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 2,419 2,419 △2,419 －

計 23,237 13,023 5,172 41,433 4,195 45,628 △2,419 43,209

セグメント利益 14,888 8,803 4,150 27,842 1,443 29,286 △130 29,156
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３男性向け

事業
女性向け
事業

女性向け
既製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 22,814 12,788 5,658 41,260 1,589 42,850 － 42,850

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 2,681 2,681 △2,681 －

計 22,814 12,788 5,658 41,260 4,270 45,531 △2,681 42,850

セグメント利益 14,502 8,378 4,559 27,441 1,442 28,884 △169 28,715

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製造子会社等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益

(単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去※ △130 △169

合計 △130 △169

※ セグメント間取引消去は、セグメント間取引に係る棚卸資産調整額等の消去であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

４．資産・負債は、事業セグメントに配分していない為、記載しておりません。

５．報告セグメントのセグメント利益合計額と連結財務諸表の営業利益との差異の調整
(単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 27,842 27,441

その他(注)１ 1,443 1,442

合計 29,286 28,884

調整額(注)２ △130 △169

連結財務諸表の売上総利益 29,156 28,715

販売費及び一般管理費 25,582 26,060

連結財務諸表の営業利益 3,573 2,654
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 790.26円 １株当たり純資産額 817.17円

１株当たり当期純利益 58.00円 １株当たり当期純利益 44.99円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

57.29円
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

44.40円

(注) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 1,874 1,462

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

1,874 1,462

期中平均株式数(千株) 32,321 32,512

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 402 436

(うち新株予約権) (402) (436)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(注) 株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式を、「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行

済株式総数から控除する自己株式に含めております(前連結会計年度317,200株、当連結会計年度662,900株)。

また、「１株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております(前連結会計年度443,809株、当連結会計年度425,496株)。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


